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JAAS (Japanese Association of Autism Support)

2018 年度から主任相談支援専門員の養成がはじま
り、今年度からは相談支援専門員の養成研修カリキュ
ラムが変更となりました。これは単に相談支援専門
員の資質向上だけではなく、障害者福祉全体に関わ
る大きな見直しが行われたものと考えられます。
なぜならば、現在の障害者福祉の制度上、公的な

サービスを利用する場合には、相談支援専門員が作
成するサービス等利用計画が必要となるからです。
相談支援専門員は、障害のある方と公的なサービス
を含む社会資源をつなぐ要の責任を担っています。
一方、サービス管理責任者においても更新研修が始

まり、相談支援専門員と同様に障害者福祉全体の資質
向上が図られるものと期待されています。国レベルだ
けではなく、地域レベル、事業所レベルを含め、それ
ぞれのレベルや地域で、より計画的に有効性を持った
人材育成が相談支援よりも一年早く始まっています。
そして、両者の改正、拡充に対しては共通してい

ることが 2点あります。
1点目は、実務の中にスーパービジョン（以下 SV）

を位置付け、専門職としての新たな「気づき」を促
し、援助の質的向上を図るというものになっていま
す。これまではともすると、人材育成のあり方を集
合型の座学研修だけに頼り、現場での実務指導が不
十分なため、受講生任せ、事業所任せとなっていて、
脆弱な状態であったと推測されます。人材育成の方
法はコーチングやメンタ―など、様々あるのですが、
今回の両者の改正では SVが中心に位置づけられてい
ます。このことの意味することは、自分の業務の中に、
他の援助職などの視点を取り入れることで自己完結
せず、常に自分の業務を振り返ることが質の向上に
つながるものとなっています。このことは、利用者
のみならず、福祉専門職もエンパワメントされるこ
とになります。
2点目は、法人や事業所、職種を越えた地域連携に

よって、公的なサービスへの偏重を減らし、福祉制
度（サービス）だけで、支援を完結させないことが
強調されています。日本においては 2000 年の介護保
険導入から約 20 年間、公的なサービスの拡充がなさ
れてきました。その結果、社会保障費の増大により、
若い世代への負担や国の借金が増えすぎたと指摘さ
れています。
国は「地域共生社会」を大きな方針として、公的

なサービスへの偏重に終りを告げ、住民同士のボラ
ンタリーな助け合いやありふれた資源を、今以上に
柔軟に活用することを提唱しています。障害のある
方の生活上にある複雑かつ、重篤な問題を公的サー
ビスだけで対応することは事実上不可能でしょうし、
問題解決への答えは 1つだけではないことも考慮し
なければなりません。
また、最近では意思決定支援が注目されています。

その意思決定支援の前提には、どんなに重度の障害を
抱えている方であっても意思はあり、その意思を探ろ
うと今まで以上に関係者が感性を上げ、その意思を探
究するような対応が求められています。そのような
イマジネーション豊かな援助が必要な時には、SVな
どの技術を今まで以上に活用することが有効になるで
しょう。当然、現状の医療や教育、公的なサービスを
使うことを否定している訳ではありません。必要な
ニーズには必要な公的資源（医療・教育・福祉サービ
ス）を活用することは前提としながらも、一方で現状
の結果だけに満足せず、本人と地域の可能性を探るた
めの援助技術が必要となっているのです。
最後に、家族や地域社会が担ってきた機能の中に、

公的な資源だけでは代替できないものがあることは以
前から指摘されてきました。地域の力や住民の結びつ
きを活用するには、福祉専門職ひとりの力では、結び
つかないことも多々あります。そのため専門職を支援
する場として、通常業務に SVが位置付けられること
がとても重要です。SVが専門職の背中を押したり、
支えたりする場になることが期待されています。
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これからの福祉専門職の養成に向けて
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年
齢
を
重
ね
、
支
援
の
在
り
方
も
家
族
か

ら
支
援
者
へ
と
移
り
変
わ
り
を
迎
え
つ
つ

あ
る
状
況
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
日
ま
で

の
経
過
の
中
で
積
み
上
げ
て
き
た
自
閉
症

児
者
支
援
の
足
跡
を
確
認
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
の
世
代
に
も
継
承
し
て
い
く
自
閉
症

児
者
支
援
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

目
指
す
べ
き
、
新
た
に
構
築
し
て
く
自
閉

症
児
者
支
援
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
皆
様

と
共
に
考
え
て
い
く
機
会
と
す
る
こ
と
を

開
催
趣
旨
と
し
、
今
大
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

令
和
元
年
11
月
7
日
（
木
）・
8
日
（
金
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
埼
玉
県
川
越
市

の
「
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
に
て
、「
第

33
回
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
研
究

大
会
（
埼
玉
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
は
、
全
日
本
自
閉
症
支
援
者

協
会
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
が
主
催
担
当

と
し
て
、
企
画
・
運
営
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
全
国
か
ら
、
全
日
本
自
閉
症
支
援

者
協
会
の
会
員
施
設
の
職
員
の
方
を
は
じ

め
と
し
て
、
行
政
、
教
育
、
保
護
者
な
ど
、

3
0
0
名
近
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
令
和
初
年
度
と
な
る
全
国
大
会
を
と

も
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
初
年
度
と
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

は
、
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ

と
変
わ
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
ま
た
、

一
つ
の
区
切
り
、
新
し
い
時
代
へ
の
移
行

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
第
33
回
埼
玉
大
会

の
大
会
テ
ー
マ
に
は
、「
令
和
元
年
！
節
目

の
年
を
迎
え
て
、
原
点
の
再
認
識
と
、
生

涯
を
支
え
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
構
築

を
！
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
昭
和
の
時
代
か

ら
始
ま
っ
た
自
閉
症
児
者
支
援
も
、
平
成
、

令
和
と
い
う
移
り
変
わ
り
を
と
も
に
す
る

よ
う
に
、
自
閉
症
の
あ
る
本
人
や
家
族
も

第
33
回　

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
研
究
大
会

埼
玉
大
会 

報
告

社
会
福
祉
法
人
け
や
き
の
郷　

水　

野　
　

努

開
会
式
に
て
開
会
の
挨
拶
、
関
係
機

関
・
関
係
団
体
の
来
賓
者
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
埼
玉
大
会
は
、
幕
を
開
け
ま
し

た
。
1
日
目
は
、「
行
政
説
明
」
か
ら
始
ま

り
、
教
育
か
ら
は
「
文
部
科
学
省
初
等
中

等
教
育
局　

特
別
支
援
教
育
調
査
官　

田

中
裕
一
氏
」
よ
り
、
福
祉
か
ら
は
「
厚
生

労
働
省
社
会
・
援
護
局　

発
達
障
害
対
策

専
門
官　

加
藤
永
歳
氏
」
よ
り
、
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
達
障
害
者
支
援
に

大
切
な
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
支

援
」「
関
係
分
野
と
の
相
互
連
携
に
基
づ
い

た
支
援
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
大
会
よ

り
教
育
分
野
と
し
て
、「
文
部
科
学
省
」
か

ら
の
行
政
説
明
を
企
画
致
し
ま
し
た
。
短

時
間
と
は
な
り
ま
し
た
が
、「
教
育
」
と

「
福
祉
」
と
の
様
々
な
支
援
施
策
に
つ
い

て
、
ご
説
明
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
続
い
て
、「
わ
が
子
、
そ
し
て
同
志

と
共
に
〜
扉
を
開
け
て
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

〜
」
と
題
し
て
、
当
法
人
の
理
事
長
「
阿

部
叔
子
」
と
「
T
B
S
報
道
局
解
説
・
専

門
記
者
室
長　

牧
嶋
博
子
氏
」
と
の
対
談

形
式
に
よ
る
「
大
会
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
約
50
年
前
の

自
閉
症
児
者
へ
の
支
援
施
策
が
乏
し
い
時

代
を
親
と
し
て
歩
ん
で
き
た
思
い
、
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
自
閉
症
児
者
支
援
へ
の

思
い
、
願
い
に
つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
話
の
前
段
で
は
、

令
和
元
年
10
月
に
東
日
本
地
域
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
「
台
風
19
号
」
に
よ

る
当
法
人
の
浸
水
被
害
の
状
況
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
映
像
に
は
、
被
災
状
況

の
他
に
も
、
復
旧
に
あ
た
っ
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
の
活
動
の
様
子
も
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
2

本
の
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら

の
テ
ー
マ
も
、「
自
閉
症
支
援
の
歩
み
と
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到
達
点
」
と
題
し
て
、「
福
祉
か
ら
の
視

点
」
と
し
て
、「
社
会
福
祉
法
人
横
浜
や
ま

び
こ
の
里　

相
談
支
援
部
長　

志
賀
利
一

氏
」
よ
り
、「
医
療
か
ら
の
視
点
」
と
し
て
、

「
一
般
社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会　

会

長　

市
川
宏
伸
氏
」
よ
り
、
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
午
前
に
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
、
閉
会
式
を
挟
ん
で
、
午
後
は

「
分
科
会
」
と
な
り
ま
し
た
。「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
で
は
、「
未
来
へ
の
継
承
〜
自
閉

症
児
者
支
援
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
岐
阜
県
自
閉
症

協
会　

会
長　

水
野
佐
知
子
氏
」「
一
般
社

団
法
人
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会　

会

長　

松
上
利
男
氏
」「
厚
生
労
働
省
社
会
・

援
護
局　

発
達
障
害
対
策
専
門
官　

加
藤

永
歳
氏
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
ご

発
表
を
い
た
だ
き
、
指
定
討
論
者
「
独
立

行
政
法
人
の
ぞ
み
の
園　

研
究
部
長　

日

詰
正
文
氏
」、
司
会
者
「
一
般
社
団
法
人
全

日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会　

副
会
長　

石

井
啓
氏
」
の
進
行
に
よ
っ
て
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
分
科
会
」
に
お
い
て
は
、

全
5
分
科
会
が
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
1
分
科
会
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
地
域
で
構
築
・
実
践
す
る
た
め
に
」

第
2
分
科
会
「
個
々
を
理
解
し
た
豊
か

な
生
活
の
た
め
に
〜
行
動
障
害
へ
の
支
援

〜
」第

3
分
科
会
「
自
閉
症
者
の
安
定
し
た

就
労
（
活
動
）
と
そ
の
支
援
〜
働
き
は
人

生
の
柱
〜
」

第
4
分
科
会
「
職
員
の
定
着
促
進
の
ヒ

ン
ト
を
探
し
て
〜
就
活
か
ら
の
気
持
ち
の

変
化
を
追
っ
て
〜
」

第
5
分
科
会
「
親
か
ら
支
援
者
・
地
域

へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
〜
生
涯
を
支
え
る
た

め
に
〜
」

今
大
会
で
は
、
今
日
ま
で
の
自
閉
症
児

者
支
援
に
つ
い
て
、
着
実
な
歩
み
と
支
援

の
積
み
重
ね
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本

人
と
家
族
と
支
援
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

支
援
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

沢
山
の
実
践
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
福
祉
の
み
な
ら
ず
、
教
育
や
医
療
な

ど
の
他
分
野
と
の
連
携
、
地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向

け
て
よ
り
進
め
て
い
く
べ
き
こ
と
な
ど
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
加
盟
施
設
を
は
じ
め
と
し
て
、

関
係
者
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
多
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
会
実
施
に
あ

た
り
、
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
こ

と
も
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
度
、
第
34
回
研
究
大
会
は
、
滋
賀

県
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
令
和
と

い
う
新
し
い
時
代
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と

と
も
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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〈
日　

時
〉�
令
和
2
年
2
月
21
日
（
金
）

10
：
00
～
11
：
30

〈
場　

所
〉
厚
生
労
働
省

〈
参
加
者
〉

　

�

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局　

障
害
保

健
福
祉
部　

障
害
福
祉
課　

障
害
児
・

発
達
障
害
者
支
援
室
長　

地
域
生
活
支

援
推
進
室
長　

本
後 

健

　

�

虐
待
防
止
・
障
害
福
祉
専
門
官　

片
桐 

公
彦

　

発
達
障
害
施
策
調
整
官　

田
中 

尚
樹

　

発
達
障
害
対
策
専
門
官　

加
藤 

永
歳

　

発
達
障
害
支
援
係
長　

長
谷
川 

純

　

�

国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

企
画
・
情
報
部　

発
達
障
害
情
報
・
支

援
セ
ン
タ
ー

　

発
達
障
害
支
援
推
進
官　

加
藤 

潔

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会

会　
　

長　

松
上
利
男
（
北
摂
杉
の
子
会
）

副
会
長　

石
井
啓
（
嬉
泉
）

常
任
理
事　

�

近
藤
裕
彦
（
檜
の
里
）、
中
野

伊
知
郎
（
侑
愛
会
）、
五
十
嵐 

猛
（
萌
葱
の
郷
）

理　
　

事　

�

小
林
勉
（
菜
の
花
会
）、
松
本

正
（
ひ
ら
き
の
里
）、
東
真
盛

（
め
ひ
の
野
園
）、
佐
藤
貴
志

（
は
る
に
れ
の
里
）

事
務
局　

�

佐
々
木
寛
昭（
北
摂
杉
の
子
会
）

令
和
元
年
度　

第
２
回　

厚
生
労
働
省
と
の
懇
談
会
報
告

1
、
け
や
き
の
郷
の
水
害
に
つ
い
て

　

始
め
に
、
け
や
き
の
郷
が
施
設
を
建
設

す
る
際
に
マ
ス
コ
ミ
を
揺
る
が
す
よ
う
な

反
対
運
動
を
受
け
た
た
め
、
埼
玉
県
の
あ
っ

せ
ん
で
災
害
を
受
け
や
す
い
土
地
を
採
用

せ
ざ
る
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
経
緯
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
他
法
人
で
も

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
等
で
地
域
と
の

折
り
合
い
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
災
害
対
策
と
し
て
集
団
避
難
の
場
、
応

急
仮
設
の
設
置
、
運
営
の
問
題
、
施
設
の
移

転
等
に
公
的
補
助
を
い
た
だ
き
た
い
旨
と
、

在
宅
者
に
対
す
る
運
営
費
の
補
助
に
ご
配

慮
い
た
だ
け
た
お
礼
を
伝
え
ま
し
た
。

2
、�

児
童
通
所
施
設
（
児
童
発
達
支
援
、

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
に
お
け
る

提
案

・�

看
護
師
を
基
準
と
な
る
従
業
員
数
に
追

加
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
定
員
構
成

を
緩
や
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

地
域
移
行
に
向
け
た
支
援
の
評
価
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
送

迎
加
算
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
の
４
点
を
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、

他
団
体
か
ら
も
重
複
し
て
受
け
て
い
る
内

容
な
の
で
、
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
移
行

に
向
け
た
支
援
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
保

育
所
等
訪
問
支
援
事
業
を
通
し
て
関
係
諸

機
関
と
連
携
し
て
い
る
事
例
等
を
全
自
者

協
児
童
療
育
部
会
か
ら
継
続
的
に
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

3
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
い
て

　

2
0
1
9
年
度
「
強
度
行
動
障
害
支
援

ス
キ
ル
向
上
研
究
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
、
大
阪
府
が
来
年
度
か
ら

モ
デ
ル
と
し
て
、
行
動
障
害
の
あ
る
方
が

地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
に
人
材
育
成
を

始
め
る
重
度
知
的
障
害
者
地
域
生
活
支
援

体
制
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
間
支
援
等
体
制
加
算
を
区

分
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
夜
間
体
制
で
は
な

く
、
本
体
事
業
の
単
価
を
見
直
す
余
地
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
国
側
と
し
て
は
日
中
活
動
支

援
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
府
の
モ
デ
ル
事
業

と
合
わ
せ
て
継
続
的
に
情
報
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

4
、�

身
体
拘
束
減
算
に
か
か
る
事
務
に
つ

い
て

　

減
算
に
あ
た
っ
て
上
限
管
理
に
変
化
が

生
じ
て
し
ま
う
と
、
他
事
業
所
を
巻
き
込

ん
で
事
務
に
負
担
が
か
か
る
虞
が
あ
る
た

め
に
減
算
の
仕
組
み
を
見
直
し
を
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
減
算
そ
の
も
の
が
個
人
で

は
な
く
、
介
護
保
険
や
診
療
報
酬
に
お
い

て
も
体
制
に
向
け
た
減
算
に
な
っ
て
い
る  
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社
会
福
祉
法
人　

け
や
き
の
郷

理
事
長　

阿
部
叔
子

昨
年
10
月
12
日
・
13
日
の
台
風
19
号
に

よ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
け
や
き
の
郷
の

ほ
と
ん
ど
の
施
設
（
6
事
業
所
14
棟
中
12

棟
）
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

全
自
社
協
の
皆
様
か
ら
、
義
援
金
を
は
じ

め
多
大
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 社

会
福
祉
法
人

け
や
き
の
郷
の
水
害
報
告

―
経
過
と
課
題
―

今
回
の
経
過
報
告
と
と
も
に
、
障
害
者
、

と
り
わ
け
環
境
の
変
化
に
弱
い
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
の
人
た
ち
の
命
を
ま
も
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か
、
と
り

く
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・�

立
地
に
つ
い
て
―
2
度
の
水
害
に
あ
っ

た
の
は
…

け
や
き
の
郷
に
と
っ
て
、
今
回
は
2
度

目
の
水
害
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
か

ら
み
て
も
、
け
や
き
の
郷
の
立
地
が
「
不

適
切
」
と
思
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
け
や

き
の
郷
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
設
立
時

に
、
マ
ス
コ
ミ
を
揺
る
が
す
よ
う
な
反
対

運
動
を
受
け
、
県
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て

こ
の
地
に
建
設
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
去
年
11
月
の
全
自
社
協
大
会
で
、「
人

的
被
害
で
あ
る
」
と
決
議
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

・
経
過
及
び
現
在
の
状
況

台
風
19
号
は
、「
狩
野
川
台
風
な
み
」
と

予
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
け
や
き
の
郷
で

は
、
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
対
策
委
員

4
名
が
入
所
施
設
「
初
雁
の
家
」
で
管
理

宿
直
。
ま
た
、
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
、

ス
マ
ホ
に
「
掲
示
板
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。

週
末
で
も
あ
り
、「
初
雁
の
家
」
の
在
寮

者
は
40
名
中
13
名
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
自

こ
と
か
ら
見
直
す
こ
と
は
難
し
い
と
の
回

答
を
受
け
ま
し
た
。

5
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　

法
人
後
見
や
第
三
者
に
よ
る
後
見
制
度

に
つ
い
て
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
8
割
く
ら
い
の
自
治
体
が
成
年
後
見

制
度
利
用
支
援
事
業
と
い
う
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
あ
る
こ
と
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
後
見
は
利
益
相
反
の
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
有
志
が
別
法
人
を
立
ち

上
げ
て
行
な
っ
て
い
る
事
例
も
少
な
く
な

い
こ
と
、
研
究
事
業
も
含
め
て
継
続
的
に

情
報
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h
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・
問
題
点
と
提
案

�

―
集
団
避
難
の
場
、
応
急
仮
設
の
設
置
、

運
営
の
問
題
、
移
転
へ
の
公
的
補
助
―

災
害
検
討
の
場
を

今
回
、
一
番
大
き
く
感
じ
た
の
は
、
障

害
者
施
設
が
被
害
を
受
け
た
と
き
、
ど
こ

に
も
行
き
場
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
避
難
所
を
転
々
と
し
た
の
も
、
市
民

の
活
動
が
優
先
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
法
人

と
し
て
は
、
2
度
の
水
害
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
入
所
施
設
の
移
転
を
計
画
、
そ
の
間

の
住
む
場
所
と
し
て
応
急
仮
設
住
宅
を
要

望
し
ま
し
た
が
、
最
初
に
避
難
し
た
利
用

者
だ
け
が
対
象
（
後
に
取
り
消
す
）
と
い

う
こ
と
で
諦
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
ま
、
利
用
者
は
、
上
記
の
よ
う
な

避
難
状
況
で
す
が
、
そ
れ
は
、
直
ち
に
「
運

営
」
面
に
は
ね
か
え
っ
て
き
ま
す
。
行
政

へ
の
働
き
か
け
で
、
在
宅
者
に
対
し
て
も

運
営
費
の
補
助
が
で
る
よ
う
に
は
な
り
ま

し
た
が
、そ
う
い
っ
た
運
営
面
、ま
た
、人
・

環
境
の
変
化
に
弱
い
自
閉
症
の
人
た
ち
に

と
っ
て
、「
集
団
避
難
・
応
急
仮
設
」
は
、

こ
れ
か
ら
地
球
温
暖
化
と
と
も
に
起
こ
る

だ
ろ
う
災
害
に
対
し
必
須
の
条
件
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
に
あ

る
施
設
等
の
移
転
に
関
し
て
も
、
全
面
的

な
公
的
補
助
を
強
く
要
望
し
ま
す
。
本
協

会
に
お
い
て
も
災
害
に
つ
い
て
検
討
す
る

場
な
ど
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
検

討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
今
回
感
じ
た
の
は
、「
共
助
」
の

大
き
さ
で
し
た
。
本
協
会
を
は
じ
め
、
県

市
社
協
、
県
の
発
達
障
害
福
祉
協
会
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
義
援
金
等
、
皆
様
の
お

心
・
お
力
に
対
し
感
謝
で
一
杯
で
す
。

「
差
別
解
消
法
」
が
成
立
、「
合
理
的
配

慮
」
と
い
っ
て
も
現
実
は
き
び
し
い
。
そ

の
中
に
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
貴
会
に
対

し
、
職
員
、
保
護
者
、
利
用
者
一
同
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

主
避
難
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
過
去
の

水
害
の
経
験
か
ら
土
地
の
か
さ
上
げ
を
し

て
い
た
の
で
、
35
名
中
の
在
寮
者
18
名
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
は
垂
直
避
難
を
想
定
し

て
い
ま
し
た
。
近
く
の
越
辺
川
が
決
壊
し
、

激
し
い
逆
流
と
家
屋
内
へ
の
浸
水
が
は
じ

ま
っ
た
の
は
、
台
風
が
過
ぎ
去
っ
て
ほ
っ

と
し
た
1
時
間
後
で
す
。
管
理
宿
直
者
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
は
、
二
階
に
避

難
、
消
防
隊
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
浸
水
は
、
21
年
前
の
水
害
を
な
く
そ

う
と
、
用
水
路
の
よ
う
な
大
谷
川
に
ポ
ン

プ
場
を
設
置
し
た
際
、
川
の
流
れ
を
か
え

た
の
で
す
が
、
そ
の
新
し
い
堤
防
の
決
壊

と
い
う
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
結
果
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
「
流
浪
の
民
」
で
、
1
週

間
で
4
回
避
難
所
を
転
々
と
し
、
最
終
的

に
は
、「
初
雁
の
家
」
は
、
市
の
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
オ
ア
シ
ス
」
の
体
育
館
へ
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
。
現
在
、
オ
ア
シ
ス
、
県
・
川
越

市
内
の
施
設
、
在
宅
者
に
分
か
れ
て
の
避

難
で
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
業
者
さ
ん
の

頑
張
り
で
、
当
初
9
ヶ
月
と
想
定
さ
れ
て

い
た
復
旧
が
3
月
に
は
全
面
復
旧
、
4
月

に
は
入
居
で
き
る
予
定
で
、
避
難
グ
ル
ー

プ
も
、
入
居
を
前
に
し
て
外
部
に
作
業
場

を
借
り
て
作
業
を
は
じ
め
、
全
面
復
旧
に

備
え
始
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
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の
郷
の
職
員
の
方
々
が
、
少
し
で
も
ご
利

用
者
の
方
々
の
避
難
生
活
の
苦
し
さ
を
緩

和
し
よ
う
と
様
々
な
工
夫
や
努
力
を
さ
れ

た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
も
ま
た
強
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
問
題
と
し
て

は
、
仕
事
や
作
業
な
ど
の
日
中
活
動
が
全

く
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
け
や
き

の
郷
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
さ
れ
て

い
る
方
々
は
、
昼
間
は
「
や
ま
び
こ
製
作

所
」
や
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
け
や
き
」
な

ど
に
通
っ
て
仕
事
や
作
業
を
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
今
回
の
台
風
で
そ
れ
ら
の
事

業
所
も
浸
水
被
害
に
遭
い
、
全
く
機
能
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

ご
利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
大
き
な

ス
ト
レ
ス
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
施
設
入
所
の
方
々
が
避
難
さ
れ

た
先
は
、
川
越
市
社
協
の
運
営
す
る
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
の
体
育
館
の
よ
う
な

ホ
ー
ル
で
、
こ
ち
ら
は
先
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
建
物
と
は
う
っ
て
変
っ
て
、
仕 （無償で借りることができた建物）

タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
で
、
そ
こ
を
対
策
本
部
に

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
対
策
本
部
で
、
阿
部
理
事
長
ほ
か

伊
得
統
括
事
業
本
部
長
は
じ
め
幹
部
職
員

の
方
々
に
ご
対
応
頂
き
、
ご
利
用
者
の
避

難
状
況
や
今
現
在
お
困
り
の
こ
と
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

【
台
風
当
日
の
様
子
】

台
風
当
日
は
、
大
雨
が
お
さ
ま
り
一
息

つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
浸
水
が
始
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
後
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

で
す
が
、
大
雨
後
の
増
水
で
近
く
を
流
れ

る
越
辺
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
け
や
き
の

郷
の
あ
る
区
域
一
帯
が
文
字
通
り
洪
水
に

な
っ
た
の
で
し
た
。

入
所
施
設
の
ご
利
用
者
は
、
半
数
が
週

末
帰
宅
で
帰
省
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
っ

た
方
々
は
大
事
を
と
っ
て
先
に
避
難
を
し （グループホーム）

け
や
き
の
郷
台
風
被
害
視
察
報
告

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会

副
会
長

石
井

啓

2
0
1
9
年
10
月
19
日
（
土
）
に
、
松

上
会
長
と
私
で
、
今
回
の
台
風
19
号
（
10

月
12
日
上
陸
）
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
の

あ
っ
た
埼
玉
県
川
越
市
の
社
会
福
祉
法
人

け
や
き
の
郷
へ
、
そ
の
被
害
状
況
の
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。

最
初
に
見
た
の
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
入
り
口
で
、
外
か
ら
で
し
た
が
窓
の
高

い
と
こ
ろ
に
水
位
の
達
し
た
跡
が
あ
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
物
は
、元
々

浸
水
対
策
と
し
て
1
メ
ー
ト
ル
程
嵩
上
げ

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
図
る
と
水
位
の

高
さ
は
3
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
訳
で
、

今
回
の
浸
水
被
害
が
如
何
に
凄
ま
じ
か
っ

た
か
が
、
そ
の
一
端
が
知
れ
ま
し
た
。

け
や
き
の
郷
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
ほ
か
、
障
害
者
支
援
施
設
（
初
雁
の

家
）
を
は
じ
め
就
労
継
続
A
型
事
業
所

（
や
ま
び
こ
製
作
所
）、
多
機
能
型
事
業
所

（
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
け
や
き
）、
相
談
支
援

事
業
所
（
障
害
者
相
談
・
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
）
等
が
同
じ
エ
リ
ア
に
あ
り
、
全
て

浸
水
被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

唯
一
被
害
を
免
れ
た
の
は
、
2
階
に
事
務

所
の
あ
る
埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々

は
、
大
雨
の
最
中
は
浸
水
が
な
か
っ
た
の

で
、
元
々
床
を
嵩
上
げ
し
て
の
浸
水
対
策

も
為
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
職
員
の

方
々
も
避
難
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
て
、
結
果
的
に
浸
水
被
害
に

遭
い
避
難
が
遅
れ
て
し
ま
っ
て
、
2
階
に

逃
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
ボ
ー
ト
で
救
助
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

【
避
難
先
で
の
生
活
状
況
】

現
在
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
12
人
と
施

設
入
所
の
21
人
（
そ
の
後
、
県
内
複
数
の

他
施
設
が
短
期
入
所
で
の
受
け
入
れ
行
っ

て
く
れ
て
、
半
数
近
く
ま
で
減
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
）
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
方
々
は
、
川
越
市
内
の
高
齢
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
事
業
廃
止
し
た
後
の

建
物
を
運
よ
く
無
償
で
借
り
る
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
で
合
宿
所
の
よ
う
な
生
活
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
入
居
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
身

辺
的
な
自
立
は
あ
る
程
度
さ
れ
て
い
る
の

と
、
建
物
環
境
と
し
て
個
室
こ
そ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
生
活
感
の
あ
る
リ
ビ
ン
グ
や
畳

敷
き
の
小
上
が
り
な
ど
が
あ
り
、
制
約
が

あ
り
な
が
ら
も
ど
こ
か
安
ら
げ
る
暮
ら
し

ぶ
り
が
見
え
た
の
は
、
救
わ
れ
る
と
こ
ろ

だ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
け
や
き

け
や
き
の
郷
台
風
被
害視察

報
告

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会

副
会
長　

石
井　

啓
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切
り
も
な
い
大
き
な
空
間
に
21
人
の
ご
利

用
者
が
雑
魚
寝
を
強
い
ら
れ
て
い
る
、
い

か
に
も
避
難
所
と
い
っ
た
体
で
し
た
。

大
人
数
が
一
斉
に
避
難
さ
れ
た
の
で
致

し
方
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
雨
風
は
し

の
げ
る
も
の
の
、
常
に
他
者
の
目
の
あ
る

空
間
の
な
か
に
は
、
寛
ぎ
を
得
ら
れ
る
場

所
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
か
、
職
員
の
方
の
お
話
し
に
よ
る
と
、

ト
イ
レ
通
い
が
頻
回
に
な
っ
て
い
る
ご
利

用
者
が
多
く
、
そ
の
付
き
添
い
に
追
わ
れ

て
（
今
の
と
こ
ろ
24
時
間
体
制
で
支
援
に

入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
）
職
員
が
疲
弊
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
方
々
と
同
様
に
、
日
中
活
動

を
行
え
な
い
の
で
、
1
日
中
こ
の
避
難
所

の
中
に
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
へ
の

ス
ト
レ
ス
が
、
行
動
障
害
の
よ
う
な
反
応

と
な
っ
て
出
て
く
る
可
能
性
も
危
惧
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

【
浸
水
被
害
の
状
況
】

浸
水
被
害
に
遭
っ
た
施
設
建
物
も
順
次

視
察
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
建
物
も
、
1

階
部
分
は
全
て
天
井
近
く
ま
で
浸
水
し
、

ほ
と
ん
ど
の
設
備
備
品
が
水
没
し
て
使
用

不
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
視
察

時
に
は
水
も
引
き
、
中
の
瓦
礫
や
泥
、
ゴ

ミ
と
化
し
た
荷
物
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
で
ほ
と
ん
ど
が
外
へ
出
さ
れ
て
お

り
、
建
物
内
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
惨
状
は
、
言
葉
に
す
る
よ
り
写
真
を

見
て
い
た
だ
い
た
方
が
伝
わ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
が
引
い
て
も
到
底
す

ぐ
に
ご
利
用
者
の
方
々
が
戻
っ
て
こ
ら
れ

る
状
態
で
は
な
く
、
洗
浄
や
修
繕
、
設
備

の
入
れ
換
え
等
が
必
要
で
、
そ
れ
ら
に
は

短
く
て
も
2
カ
月
は
か
か
る
だ
ろ
う
と
の

こ
と
で
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
被
害
総
額
は
ま
だ
積
算

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ざ
っ
と
見
積
も
っ

て
も
億
（
そ
の
後
、
10
億
円
と
い
う
試
算

が
で
ま
し
た
）
は
軽
く
超
え
る
と
の
お
話

し
が
阿
部
理
事
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。
復

旧
に
向
け
た
修
繕
に
当
た
っ
て
は
、
国
か

ら
の
補
助
金
も
出
る
そ
う
で
す
が
、
基
準

が
厳
し
く
被
害
の
全
部
は
補
助
対
象
に
も

な
ら
な
い
こ
と
と
、
補
助
金
の
申
請
に
あ

た
っ
て
は
膨
大
な
書
類
作
成
が
求
め
ら

れ
、
そ
れ
が
職
員
の
多
大
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
補
助
金
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
や
、

補
助
基
準
の
見
直
し
な
ど
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

（福祉センター）

（福祉センター）
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【「
人
災
」
と
し
て
問
わ
れ
る
行
政
の
責
任
】

そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
治
水
に
難
の
あ

る
場
所
に
、
障
害
者
福
祉
施
設
を
建
て
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、
国
と

県
の
責
任
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
と

い
う
の
も
、
け
や
き
の
郷
が
初
雁
の
家
を

建
て
る
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
候
補
地
が

周
辺
住
民
の
反
対
運
動
に
よ
り
実
に
20
回

以
上
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
が
あ
り
、
よ
う
や
く
辿
り
着
い
た
の

が
今
の
場
所
だ
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
れ
が

川
縁
の
水
害
危
険
区
域
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
住
民
の
反
対
が
な
い
と
い
う
こ

と
の
方
を
重
視
し
て
、
こ
の
地
に
建
設
の

許
可
を
し
た
責
任
が
、
国
と
県
に
は
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。　

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
「
人
災
」
で
あ
る

と
も
言
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
今
必
要
な
支
援
】

上
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
け
や
き
の

郷
が
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
支
援
を
ま
と

め
る
と
、
大
き
く
次
の
2
点
に
な
り
ま
す
。

1
．
義
援
金
（
支
援
金
）
の
寄
付

補
助
金
で
賄
い
き
れ
な
い
修
繕
費
や
設

備
・
備
品
購
入
費
、
避
難
先
で
の
生
活
必

需
品
購
入
費
、
職
員
の
超
過
勤
務
手
当
、

事
業
停
止
ま
た
は
縮
小
に
よ
る
給
付
費
収

入
の
不
足
分
補
填
等
々
。

2
．
他
施
設
で
の
ご
利
用
者
の
受
入

避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
を
、
復
旧

ま
で
の
期
間
短
期
入
所
等
に
よ
り
他
施
設

で
生
活
支
援
を
す
る
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て

は
、
け
や
き
の
郷
の
職
員
が
付
き
添
う
の

で
は
な
く
、
受
け
入
れ
先
の
施
設
で
す
べ

て
支
援
を
行
う
。

以
上
、
と
に
か
く
ご
利
用
者
の
方
々
の

ス
ト
レ
ス
と
職
員
の
方
々
の
疲
弊
が
激
し

く
、
一
刻
も
早
く
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
報
告
を
目
に
さ
れ
た
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h
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2020 年度　発達障害支援スーパーバイザー養成研修開催のお知らせ

主　催　全日本自閉症支援者協会
テーマ　自閉スペクトラム症等発達障害児者への
支援、特に強度行動障害等への対応には、高い支
援力を有するチーム・組織作りが不可欠。支援者
個々の支援力を高め、チーム・組織をリードし育
てるスーパーバイザーの存在なくしては虐待等の
問題も抜本的な解決には結びつかないと言われて
います。
　本研修は、発達障害支援について豊富な実績が
ある協会加盟施設での現場実習を柱に、発達障害
支援の専門性とスーパーバイザーとしての技能、
その両方を高めることのできる稀有な研修です。3
コース（ベーシック・アドバンス・マスター）、1 
認定審査で構成され、時間も労力もかかりますが、
発達障害児・者への支援を行う福祉施設や関係機
関・団体、地域支援その他の場で核となり得るスー
パーバイザーを養成します。

1．日　時
【集合研修】
（ベーシックコース・アドバンスコース）
2020 年 7 月 11 日（土）、12 日（日）

2．会　場
アジア太平洋トレードセンターホール　
〒 559-0034　大阪府大阪市住之江区南港北 2-1-10
※�今年度は、オリンピックにより東京での集合研
修開催が困難となり、大阪での開催となります。
※�ベーシックコース実務研修は 9月以降、アドバ
ンスコース事例検討会は秋以降、別会場（未定）
となります。

3．内容等
ベーシックコース　座学（集合研修）＋実務研修（全
自者協加盟施設での実習）　
アドバンスコース　演習・座学（集合研修）＋事
例検討（事例検討会秋以降開催予定）
マスターコース　各種実践・実地研修受講、講義
講師や実践発表等の実績作り
資格認定（審査）　書類審査（実績報告書）・口頭
試問

4．定　員
ベーシック 50 人　アドバンスコース 30 人
マスターコース・資格認定　定員不定
※受講・審査には、要件があります。

5．受講料
ベーシックコース　集合研：20,000 円
実務研修：20,000 円・
アドバンスコース　集合研修：20,000 円
事例検討会：5,000 円
※マスターコース・資格認定は別途

6．要綱公開・申込開始
2019 年度末〜 2020 年度初頭
全自者協ホームページにアップします。

7．申込締切　2020 年 6 月中旬（予定）

8．問い合わせ先
全日本自閉症支援者協会　発達障害支援スーパー
バイザー養成研修（SV研修）
特定事務局　石井　北川（担当）
TEL：03-3426-2323
E-mail：sv-kensyuu@kisenfukushi.com
※全自者協ホームページは…
　http://www.zenjisyakyo.com/
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ＡＳＪ総合保障
「⾃閉症スペクトラムのための総合保障」のご案内

加加入入ププラランン（（会会員員種種別別）） 年年間間掛掛金金計計

◆プランAA  ： 日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員 1155,,990000円円

◆プランBB ： 自助会員 （上記以外の方は申し込みにて自助会員となります） 1177,,990000円円

【【ＡＡＳＳＪＪ保保険険】】 病気やケガ・検査により、入院を開始した2日目から保障します。

①①入入院院保保障障金金 １１会会計計年年度度3300日日ままでで

・付添介護費用 1日 8,000円 ・差額ベッド費用 1日 5,000円

・入院臨時費用 1入院 5,000円 ・入院諸費用 1日 1,000円

②②死死亡亡弔弔慰慰金金 5万円 （死亡弔慰金の受取人は法定相続人となります）

【【ＡＡＩＩGG普普通通傷傷害害保保険険】】

①①本本人人のの傷傷害害（（ケケガガ））のの補補償償（（入入院院、、通通院院をを初初日日かからら補補償償））

②②他他人人へへのの損損害害賠賠償償(対対人人・・対対物物））

・ 1事故支払限度額 最高 3億円まで補償 (自転車事故で法律上の損害賠償責任を負った場合も対象)

③③弁弁護護士士等等をを利利用用ししたた際際のの費費用用

一一般般社社団団法法人人 日日本本自自閉閉症症協協会会 ＡＡＳＳＪＪ保保険険事事務務局局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 ニッコンビル6F

ＴＥＬ：：03-5565-2020      FAX：03-5565-2021 E-Ｍail：asj-hoken@autism.or.jp

営業日 ： 月～金 （ 土・日・祝日除く ） 10:00～16:00

おお問問いい合合わわせせ フフリリーーダダイイヤヤルル 00112200--888800--881199

★ASJ総合保障内容★

弁護⼠費⽤等補償が新しく導⼊！

※被害事故とは下記ⓐ～ⓔに該当するもの
ⓐ偶然な事故による⾝体の傷害や財物の被害 ⓑ消費者被害（10万円以上）
ⓒ財物の盗取・詐取・横領 ⓓ不当解雇 ⓔ虐待

・・法法律律相相談談費費用用 ・・・・・・11事事故故ああたたりり55万万円円限限度度（（11回回11万万円円））

・・損損害害賠賠償償請請求求費費用用・・・・・・11事事故故ああたたりり220000万万円円限限度度

②弁護士接見費用（（無無罪罪・・不不起起訴訴のの場場合合ののみみ））・・・・・・11事事故故ああたたりり11万万円円限限度度

①被害事故に対応するための下記費用

・入院 （180日限度） 1日 3,000円

・通院 （90日限度） 1日 1,500円
・後遺障害保険金 226万円～9.04万円

・手術（1事故あたり1回限度） 3万円～1.5万円

・死亡保険金 226万円

・法律相談費用 1事故当たり 5万円限度 ・損害賠償請求費用 1事故当たり 200万円限度

・弁護士接見費用（無罪・不起訴のみ） 1事故1万円限度

〜詳細はお問い合わせください。パンフレット等送らせていただきます。〜

AASSJJ総総合合保保障障「「自自閉閉症症ススペペククトトララムムののたためめのの総総合合保保障障」」はは「「病病気気ややケケガガでで入入院院ししたた場場合合」」「「ケケガガででのの通通院院」」
「「個個人人賠賠償償補補償償」」 「「弁弁護護士士費費用用等等補補償償」」ををセセッットトししたた総総合合保保障障ととななっってておおりりまますす。。

自自閉閉症症ススペペククトトララムムのの人人たたちちややごご家家族族がが、、日日ごごろろのの心心配配やや不不安安をを少少ししででもも軽軽くくすするるたためめのの保保険険でですす。。


